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２０２６年 １０月 １５日（木） 第２２８０回 例会報告 
 

≪ 竹中ガバナー公式訪問 ≫ 

■ガバナーお出迎え 

～*～*～*～*～*～*～*～*～～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 

■11：10 例会前 懇 談 会                             司会/丸橋 雄太幹事 
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１．会長挨拶  釘島 伸博会長 

２．ＲＩ第２８４０地区ガバナー挨拶  竹中 隆ガバナー 

３．地区出向者、クラブ役員、各委員長 紹介 
 
４．懇談会                                           進行/丸橋 雄太 幹事 
 
・クラブ現況報告  釘島 伸博会長 

クラブの現況について報告がありました。 
 
・代表委員会より活動報告 
 
①クラブ戦略・会員増強退会防止委員会 石原 保幸委員長 

クラブ戦略・会員増強退会防止委員会からは、会員の増強と退会防止に向けた活動報告がありました。

毎年新しい会員が入会する一方で、退会者が入会者を上回る状況が課題となっており、特に入会後

３年以内の若い会員の退会や例会への出席率の低さが問題として挙げられました。今後は、オリエン

テーションやメンター制度の活用、新入会員同士の交流の機会を増やすなど、会員がクラブに馴染み、

継続して活動に参加できる環境づくりが重要であるとの意見が交わされました。また、例会への出席だけ

でなく、さまざまな形でクラブ活動に関わる機会を増やすことや、会員同士のつながりを深める取り組み

についても話し合われました。 
 
②クラブラーニング・ロータリー情報委員会 藤川 孝委員長 

クラブラーニング・ロータリー情報委員会からは、新入会員が安心して活動に参加できる環境づくりに

ついて報告がありました。入会後は、何をすればよいのか分からない、気軽に相談できる人がいない

といった不安を感じる会員も多く、研修や意見交換を通じてロータリーへの理解を深めることが大切である

とのお話がありました。また、メンター制度を活用し、新入会員が気軽に相談できる関係を築くことや、

家族や職場の人にもロータリーの活動を理解し、応援してもらえるような環境づくりの重要性についても

述べられました。会員一人ひとりがロータリーの魅力を知り、楽しく活動を続けられるクラブを目指して

いきたいとの報告がありました。 
 
②会報・公共イメージ委員会  柴崎 真緒委員長 

会報・公共イメージ委員会からは、会報の作成や Instagram を活用した情報発信について報告がありま

した。例会や奉仕活動、会員同士の交流の様子を分かりやすく伝え、ロータリーをより身近に感じてもら

える発信を目指します。また、地域社会とのつながりを大切にし、クラブの魅力を広く発信することで、

会員増強や会員維持にもつなげていきたいとの報告がありました。 
 
③インターアクトクラブ顧問  茂野 夏枝先生 

活動報告 ２０２５～２０２６ 共愛学園インターアクトクラブ 

【2025 年 7 月～2026 年６月】 

前会長 中村優花 前幹事 飯塚凛 前書記 櫻井なるみ 前会計 久保光彩 

2025 年 7 月 「フードバンクまえばし」食品寄付 

2025 年 7 月 国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2840 地区 2025~2026 年度ｲﾝﾀｰｱｸﾄ年次大会 
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2025 年 7 月 令和 6 年度群馬県青少年赤十字リーダーシップトレーニングセンター 

2025 年 8 月 令和 6 年度前橋地区青少年赤十字リーダーシップトレーニングセンター 

2025 年 10 月 第 109 回あしなが学生募金 

2025 年 10 月 共愛バザーでの活動 

①オリジナルマグネット作成、販売 

②ペットボトルキャップを使ったキーホルダーワークショップ 

売上金を児童養護施設「地行園」に寄付(純利益 26,608 円) 

2025 年 10 月 群馬県高等学校総合文化祭青少年赤十字専門部会 

2025 年 11 月 赤い羽根共同募金 

2025 年 11 月 前橋公園早朝清掃(前橋東ロータリークラブ) 

2025 年 12 月 3 年生を送る会＆ボランティア認証状授与式 

         （前橋東ロータリークラブ） 

2025 年 12 月 児童養護施設「地行園」クリスマスプレゼント寄贈 

2025 年 12 月 前橋東ロータリークラブクリスマス例会参加 

2026 年 4 月 エコキャップ回収活動 

2026 年 4 月 第 110 回あしなが学生募金 

2026 年 4 月 前橋公園早朝清掃(前橋東ロータリークラブ) 

2026 年 6 月 2026 年度第 1 回駒形駅周辺清掃 

2026 年 6 月 新役員選出 
 
【2026 年７月～現在】 

現会長 長谷川裕子 前幹事 塩澤歩佳 現書記 髙橋萌々音 筑井菜心 吉井理愛 

現会計 狩野翼 新堀真柚 

2026 年 7 月 「フードバンクまえばし」食品寄付 

2026 年 7 月 国際ﾛｰﾀﾘｰ第 2840 地区 2026~2076 年度ｲﾝﾀｰｱｸﾄ年次大会 

2026 年 7 月 令和８年度群馬県青少年赤十字リーダーシップトレーニングセンター 

2026 年 8 月 令和８年度前橋地区青少年赤十字リーダーシップトレーニングセンター 

2026 年 9 月 共愛バザーでの活動 

①オリジナルマグネット作成、販売 

②ペットボトルキャップを使った麦わら帽子ワークショップ 

③ペットボトルを使ったスタンプワークショップ 

売上金を児童養護施設「地行園」に寄付 

(純利益 33,083 円のうち 30,000 円を寄付) 

2026 年 10 月 第 111 回あしなが学生募金 

【定期的な活動】・ペットボトル回収運動（前橋東ロータリークラブ） 

・アイシティイ ECO プロジェクト 

・駒形駅周辺清掃 学期に 1 回～2 回 

今現在、３年生１６名が引退しましたので、２年生１５名、１年生２３名の 

計３６名で活動しています。 
 

５．質疑応答  竹中 隆ガバナー 

６．謝 辞    丸橋 雄太会長エレクト 

７．閉会の辞  丸橋 雄太幹事 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

■１２：２０ 例 会 点 鐘 
 
点  鐘  釘島 伸博 会長 
ロータリーソング  奉仕の理想 
ビ ジ タ ー 紹 介  2026～2027 年度 ＲＩ第 2840 地区   竹中 隆 ガバナー 

〃              〃       菊川 善明 第一分区ガバナー補佐 
〃              〃       相川 北斗 地区副幹事 

共愛学園インターアクトクラブ 顧問   茂野 夏枝先生 
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会長の時間  釘島 伸博 会長 

今後の地区を担う方への期待が述べられました。また、会員の皆さんが抱えるさま

ざまな疑問に答え、理解を深めてもらえるよう、会長の時間を通して丁寧に説明していき

たいとのお話がありました。 

 

 

 

記念品贈呈  釘島 伸博 会長 
◆ロータリー財団より認証品 

「ポール・ハリス・フェロー」 

         坂口 博樹会員へ 

 

 

 

 

 

ゴルフ部会  山岡 俊介 部幹事 

１１月２３日（月）に第３回自クラブコンペを開催予定。早朝清掃終了後、８時３０分スタートで前橋ゴルフ

クラブにて行われる予定です。 

 

出席報告 

※特別会員Ａ（補欠法人会員）出席者 0 名 ・ 特別会員Ｂ 出席者 0 名 

 
ニコニコＢＯＸ報告  池田 智思 委員長                               （順不同） 

竹中 隆ガバナー：本日はよろしくお願いいたします。 
菊川善明ガバナー補佐：ガバナー公式訪問、本日はよろしくお願いします。 
相川北斗地区副幹事 ：本日はよろしくお願い致します。 
釘島会長・丸橋幹事：竹中ガバナー公式訪問に感謝して！！ 
役 員 理 事 一 同：竹中ガバナー御一行様を歓迎致します。 

内 山  均 さ ん：竹中ガバナーのご来訪に感謝して。 
石 原 保 幸 さん：竹中ガバナー、菊川ガバナー補佐、相川地区副幹事のご来訪を歓迎して。 
坂 口 博 樹 さん：ガバナー公式訪問を祝って。 
吉 井 幸 広 さん：ガバナー公式訪問に感謝して。 
 

ガバナースピーチ 
国際ロータリー第２８４０地区 ２０２６～２０２７年度 竹中 隆 ガバナー 

ガバナーからは、今年度のロータリー活動について、「人生の柱」と「ロー

タリーを開く」という二つのキーワードを中心にお話がありました。 

ロータリーのビジョンは、「人びとが手を取り合って、持続可能な良い変化を

生み出す」ことです。その変化は、世界や地域社会だけでなく、私たち自身

の中にも生まれるものです。ロータリーを動かしているのは、一人ひとりの

会員であり、それぞれが自分にできることを考え、行動することが大切である

と述べられました。 

一つ目のキーワードである「ロータリーを開く」とは、人に開き、クラブを開き、地域に開き、未来に開く

ことです。多様な意見に耳を傾け、互いを理解し合うとともに、クラブの中だけで活動を完結させず、

地域社会の人々と関わりながら、共に活動していくことの重要性についてお話がありました。また、クラブ

ごとに歴史や地域性、会員構成が異なるため、それぞれのクラブが目指す姿を考え、独自の活動を

進めていくことが大切だと強調されました。 

 会員数 休会者 出席者 欠席者 補填者 率 

本  日 49(47) 2 23( 3) 26  51.11% 

前々回 49(47) 2 27( 4) 22 3 65.22% 
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さらに、ロータリーの活動を伝える際には、事業の内容を説明するだけでなく、その活動を通じて何を

感じ、どのような変化が生まれたのかというストーリーを伝えることが大切です。自分自身のロータリーに

ついて語り、行動で伝えることで、地域の人々の共感が生まれ、信頼や新たなつながりへと発展して

いきます。そして、「関わる・つながる・一緒に動く」という流れを大切にし、活動に楽しさや喜びを感じ

ながら取り組んでほしいとのメッセージがありました。 

会員増強についても、単に会員数を増やすことだけが目的ではありません。一人ひとりがクラブの中で

役割や居場所を感じ、「入会してよかった」「これからもここで活動したい」と思える環境をつくることが

重要です。新しい会員が加わることは、人数が増えるだけでなく、新しい視点や可能性がクラブにもたら

されることでもあります。 

二つ目のキーワードである「人生の柱」については、仕事や家庭、地域活動など、それぞれの大切な

生活の中にロータリーを位置づけ、自分自身の使命や活動の意義を見つけてほしいとのお話がありま

した。ロータリーが人生のすべてである必要はありませんが、自分を成長させる大切な柱の一つとなる

可能性があります。また、ロータリーで得た学びや気づきを仕事や日常生活にも生かし、さまざまな場面

で良い変化を生み出していくことも大切です。平和については、単に戦争がない状態だけでなく、互いを

理解し、尊重し合い、信頼関係を築ける環境をつくることも平和につながると述べられました。日々の

奉仕活動も、人々の尊厳を守り、地域社会に良い変化を生み出す大切な取り組みです。 

最後に、クラブのビジョンを明確にし、それを実現するための行動計画を立て、会員一人ひとりが

協力して取り組むことの重要性が語られました。伝統とは、今あるものをそのまま残すことではなく、より

良いものにして次の世代へ手渡すことです。これまで築いてきたものを大切にしながら、未来の会員や

地域の人々にもロータリーの扉を開き、共に活動していくことが求められています。 

一人ひとりの意識や行動の変化が、クラブを変え、地域社会を変え、より良い未来につながっていく。

そうした思いを共有しながら、楽しんでロータリー活動に取り組んでほしいというメッセージで締めくくられ

ました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
御 礼  釘島 伸博 会長 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
点 鐘  釘島 伸博 会長 
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◆ 例会を終えて 記念撮影 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 
『２０２６～２０２７年度 ニコニコＢＯＸ累計額』  １５９，０００ 円 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 

【クラブ協議会】              ２０２６年１０月１５日（木）13：40 ～ ／２Ｆクラリティー 

・司 会 丸橋雄太幹事 

 
１．自己紹介  （名前・入会歴） 
 
２．クラブ協議会                                  ・進 行 丸橋 雄太幹事 

 

・ 釘島 伸博会長 

 

・ 親睦委員会  若生 公晴委員長 

親睦委員会からは、「友情を深め、参加したくなるクラブづくり」をテーマに、今年度の活動方針について

報告がありました。 

親睦はロータリー活動の基盤であり、クラブの活力や一体感を支える大切な要素です。会員同士が

自然に交流し、信頼関係を深められる機会を増やすとともに、新会員・若手会員・女性会員も安心して
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参加できる、温かく開かれたクラブづくりを目指します。今年度は、例会や親睦行事を通じて会員同士の

つながりを深め、クラブ全体の参加意識と結束力の向上につなげていきます。合同夜間例会やクリスマス

家族例会、観桜例会・ゴルフコンペ、新緑狩り家族例会など、さまざまな親睦行事を予定しています。

また、他クラブとの交流も積極的に行い、友情の輪を広げていきます。 

こうした活動を通じて、会員一人ひとりが「参加してよかった」「また参加したい」と思えるクラブを目指し

次の５０周年に向けた魅力あるクラブづくりに取り組んでいきます。 

 

・ 奉仕総合委員会  原田 泰成委員長 

奉仕総合委員会からは、今年度の奉仕活動について報告がありました。 

地域に密着した奉仕活動を積極的に行い、ロータリー活動への理解と認知度の向上を目指すとともに、

地域社会とのつながりを大切にし、親しみやすく開かれたクラブづくりに取り組んでいきます。また、今年は

ロータリー財団・米山記念奨学委員会との連携を図りながら、奉仕活動への理解を深め、会員一人ひとり

が積極的に参加できる環境づくりを進めていきます。 

今後も、地域社会に貢献する活動を通じて、ロータリーの魅力を広く発信し、クラブの活性化につなげて

いきます。 

 

３．質疑・意見交換 
 
４．ガバナー講評  竹中 隆ガバナー 
 
５．謝 辞       鈴木 みづえ副会長 
 
６．閉会の辞     丸橋 雄太幹事 
 
～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 

★ 編集後記 ★  会報・公共イメージ委員会  柴崎 真緒委員長 
 
今回の例会は、ガバナー公式訪問でした。私なんか足元にも及ばないほど、はるか上に立つ方

なのに、口調はとても優しく、目線を合わせて話してくださる。そんな親しみやすい印象を受け

ました。 

例会前の懇談会では、各委員長が活動報告を行い、私も発表させていただきました。しかし、

緊張のあまり、自分が何を話したのかほとんど覚えておらず、後から、とんちんかんなことを

言ってしまったな……と少し後悔しています（笑）会報・公共イメージ委員会では、ロータリーを

知らない方にどうしたら知ってもらえるのか、そして、どうしたら良いイメージを持ってもらえる

のか、日々考えています。 

私自身、まだ２５歳で特別な肩書があるわけでもなく、ロータリーについても勉強中です。

そんな私でも温かく迎え入れてくれるのが、このクラブの魅力のひとつだと感じています。 

だからこそ、ロータリーの活動内容だけでなく、そこにいる人たちの温かさや、年齢や立場に

関係なく受け入れてくれる雰囲気も伝えていきたいと思っています。 

ＳＮＳで発信することばかり考えていましたが、今回ガバナーからいただいたアドバイスを

聞いて、口コミから口コミへと広がっていくことも大切な発信のひとつなのだと気づかされました。 

実際に会って話してみて、「ロータリーって思っていたより親しみやすいんだな」「こんな温かい

人たちがいるクラブなら、自分も参加してみたいな」と思ってもらえること。それも、公共イメ

ージを高めるために大切なことなのではないかと感じました。 

まだ２５年しか生きていない私には、知識も経験も少なく、考えられる選択肢にも限りがあり

ます。だからこそ今回のように経験豊富な方のお話を直接聞けることは、とても貴重な機会でした。

若い私だからこそ気づけることや、伝えられることもあると思うので、これからも自分なりに

考えながら、ロータリーの魅力を発信していきたいです。 

例会中のスピーチでも、たくさんの学びがありました。少し失礼な言い方かもしれませんが、

ただ綺麗事を並べるだけでは、あのような話し方はできないのではないかと思いました。ご自身が

本当に思っていることだからこそ、あれほど自然に、そして説得力を持ってお話しできるのだろう

と感じました。 
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ガバナーを２年連続で務められている理由が、私にも少しわかったような気がします。 

そして何より、笑顔がとても素敵なガバナーでした。 
 

ぜひ３年目も……なんつって（笑）。 
 

ガバナー、ガバナー補佐、地区副幹事、 茂野夏枝先生、本日はお忙しい中、前橋東ロータリー

クラブまで足を運んでいただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


